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1

は
じ
め
に

～
矛
盾
と
対
峙
す
る
文
化
政
策
～

　

文
化
政
策
は
常
に
矛
盾
と
対
峙

し
て
い
る
。
文
化
は
心
に
関
わ
る

こ
と
で
あ
り
、
行
政
が
制
御
し
得

な
い
領
域
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
自
治
体
の
政
策
の
対
象
に
し

よ
う
と
す
る
根
本
的
な
矛
盾
で
あ

る
。
ま
た
、
文
化
政
策
に
は
法
令

で
定
め
ら
れ
た
事
業
水
準
が
な
く

（
注
１
）、
自
治
体
の
裁
量
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
点
で
、
税
務
、
福
祉
、

道
路
な
ど
、
行
政
が
推
進
す
る
こ

と
に
疑
念
が
な
い
政
策
分
野
と
は

性
質
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
最

も
そ
の
自
治
体
ら
し
さ
が
表
現
さ

れ
る
政
策
分
野
と
も
言
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
50
年
間
の
横

浜
市
政
に
お
け
る
文
化
政
策
の
変

遷
を
、４
つ
の
時
代
に
区
切
り（
表

１
）、
横
浜
の
文
化
政
策
で
論
点

と
な
っ
て
き
た
、
矛
盾
を
内
包
す

る
６
つ
の
視
点
で
分
析
す
る
こ
と

と
し
た
。
Ａ
期
か
ら
Ｃ
期
は
そ
れ

ぞ
れ
市
長
の
在
任
期
間
に
ほ
ぼ
対

応
し
て
い
る
。

２

文
化
政
策
の
目
的

～
文
化
は
目
的
か
手
段
か
～

　

文
化
政
策
は
、
文
化
振
興
そ
れ

自
体
が
目
的
で
あ
る
こ
と
と
、
文

化
振
興
は
手
段
で
あ
る
と
い
う
こ

と
の
間
で
揺
れ
動
い
て
き
た
。

　

Ａ
期
に
は
戦
後
の
復
興
が
一
段

落
し
都
市
づ
く
り
が
本
格
的
に
動

き
出
す
が
、
横
浜
の
文
化
が
確
立

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
危
機
感
が

あ
っ
た
。「
か
つ
て
の
横
浜
に
は

文
化
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
横
浜

文
化
と
し
て
開
花
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
と
思
う
。
開
港
、
明
治

維
新
、
そ
れ
以
後
、
と
う
と
う
と

流
れ
こ
ん
だ
舶
来
文
化
を
、
横
浜

文
化
と
み
る
人
も
い
る
が
、
こ
れ

は
ま
た
飾
窓
に
並
べ
ら
れ
た
『
文

明
開
化
』
の
質
草
に
過
ぎ
な
い
。」

（
注
２
）

　

１
９
６
６
年
に
「
横
浜
国
際
港

都
建
設
総
合
計
画
」
が
策
定
さ
れ

る
が
、
そ
の
中
の「
文
化
の
向
上
」

の
部
分
で
、「
社
会
教
育
活
動
の

中
に
芸
術
の
創
作
、
鑑
賞
活
動
を

取
り
入
れ
、
人
生
の
充
実
を
は
か

り
、
健
全
な
市
民
態
度
を
培
う
た

め
に
市
民
文
化
の
振
興
を
は
か
る

必
要
が
あ
る
」（
注
３
）
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

　

１
９
７
３
年
に
策
定
さ
れ
た

「
横
浜
市
総
合
計
画
１
９
８
５
」

で
は
、「
余
暇
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
っ
て
く
る
。「
市
民
か
ら
は
、

文
化
に
対
す
る
要
望
が
、
ま
す
ま

す
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

現
代
の
都
市
生
活
に
お
い
て
、
市

民
の
人
間
性
が
ま
す
ま
す
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
と
と
も
に
、
知
的
水
準

の
向
上
お
よ
び
余
暇
の
増
大
に
伴

い
、
労
働
と
余
暇
に
対
す
る
意
識

の
変
革
が
あ
ら
わ
れ
、
市
民
は
人

間
性
の
回
復
を
自
ら
の
積
極
的
活

動
を
通
じ
て
求
め
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。」（
注

４
）
と
あ
る
。「
福
祉
は
、
市
民

の
生
活
に
つ
い
て
行
政
が
保
証
す

べ
き
最
低
の
水
準
を
意
味
す
る
も

の
と
さ
れ
る
が
、
文
化
は
そ
れ
ら

市
民
の
生
活
の
水
準
に
か
か
わ
る

も
の
で
あ
り
、
生
活
の
質
の
問
題

な
の
で
あ
る
。」（
注
５
）
と
い
う

説
明
に
は
、
文
化
そ
の
も
の
の
振

興
を
求
め
る
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
Ｂ
期
を
経
て
Ｃ
期
に
至

る
ま
で
、
文
化
振
興
が
目
的
と
考

え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
Ｄ
期
に

入
る
と
、
余
暇
対
策
は
影
を
ひ
そ

め
、
文
化
振
興
は
手
段
で
あ
る
と

の
考
え
が
主
流
と
な
る
。
産
業
振

興
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
す
る
創

造
都
市
政
策
が
始
ま
り
、
市
の
主

要
政
策
と
な
っ
た
。
２
０
１
１
年

に
発
足
し
た
文
化
観
光
局
は
、「
文

化
」
の
名
を
冠
し
た
市
政
史
上
初

め
て
の
局
だ
が
、
文
化
芸
術
、
創

造
都
市
と
観
光
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
結

び
つ
け
て
考
え
、
経
済
活
性
化
や

社
会
課
題
の
解
決
等
を
目
的
と
し

て
い
る
点
で
、
文
化
を
手
段
と
考

え
る
面
が
強
い
。

　

文
化
の
手
段
化
が
進
ん
だ
背
景

に
は
２
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ

る
。
一
つ
は
文
化
芸
術
自
身
に
内

在
す
る
変
化
で
あ
る
。
世
界
的
に

見
て
も
近
年
ア
ー
ト
の
領
域
は
拡

大
し
、
教
育
、
福
祉
な
ど
の
領
域

と
の
関
係
を
深
め
て
い
る
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
自
身
が
社
会
と
の
関
わ

り
を
深
め
、
作
品
自
体
も
市
民
や

社
会
と
の
関
係
性
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
る
も
の
が
現
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
行
政
の
あ
ら
ゆ

る
施
策
に
共
通
す
る
が
、
近
年
説

明
責
任
の
重
み
が
増
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
文
化
振
興
そ
の
も
の

が
目
的
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で

は
、
文
化
政
策
の
根
拠
と
し
て
は

弱
い
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
な
時
代

に
な
っ
た
。
文
化
芸
術
を
手
段
化

す
る
傾
向
に
対
し
て
は
、
文
化
芸

術
の
力
を
削
ぐ
な
ど
の
批
判
は
あ

る
が
、
文
化
芸
術
の
可
能
性
の
拡

大
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
側
面
も

見
逃
せ
な
い
。

３

施
設
整
備

　

施
設
整
備
は
ど
の
自
治
体
に
お

い
て
も
文
化
政
策
の
主
要
な
柱
で

あ
る
。
横
浜
市
に
は
現
在
30
の
文

化
施
設
が
あ
る
。（
表
２
）

　

Ａ
期
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、

桜
木
町
の
旧
中
区
役
所
庁
舎
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
整
備
さ

れ
た
。
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な

こ
の
施
設
は
、
市
民
の
作
品
発
表

の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
前
衛
的

な
美
術
展
を
自
ら
開
催
す
る
な
ど

都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
性
格

も
併
せ
持
っ
て
い
た
。
大
佛
次
郎

記
念
館
は
横
浜
を
代
表
す
る
文
豪

の
文
学
館
で
あ
る
。

　

Ｂ
期
に
は
市
内
最
大
の
文
化
施

設
で
あ
る
横
浜
美
術
館
の
建
設
が

行
わ
れ
た
。
１
９
８
１
年
の
文
化

問
題
懇
話
会
の
提
言
（
注
６
）
と

「
よ
こ
は
ま
２
１
世
紀
プ
ラ
ン
」

（
注
７
）
に
よ
っ
て
各
区
の
文
化

拠
点
の
構
想
等
が
明
示
さ
れ
た
。

　

Ｃ
期
は
ハ
ー
ド
整
備
が
最
も
集

中
し
た
時
期
で
あ
り
、
12
年
間
に

11
か
所
の
文
化
施
設
が
オ
ー
プ
ン

し
て
い
る
。
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

の
整
備
が
進
む
一
方
、
横
浜
み
な

と
み
ら
い
ホ
ー
ル
、
横
浜
能
楽

堂
、
横
浜
に
ぎ
わ
い
座
、
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
１
号
館
と
い
う
他
の
都
市

に
は
見
ら
れ
な
い
高
度
な
機
能
を

持
っ
た
専
門
施
設
群
が
揃
っ
た
。

　

ハ
ー
ド
整
備
は
そ
の
維
持
管
理

と
い
う
後
年
度
負
担
が
必
然
的
に

執
筆鬼

木
　
和
浩

文
化
観
光
局
文
化
振
興
課
主
任
調
査
員

表１　本稿における50年間の４区分

区分 年代 年数

Ａ期 1963－1978 15年間

Ｂ期 1978－1990 12年間

Ｃ期 1990－2002 12年間

Ｄ期 2002－現在 11年間
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３

施
設
整
備

　

施
設
整
備
は
ど
の
自
治
体
に
お

い
て
も
文
化
政
策
の
主
要
な
柱
で

あ
る
。
横
浜
市
に
は
現
在
30
の
文

化
施
設
が
あ
る
。（
表
２
）

　

Ａ
期
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、

桜
木
町
の
旧
中
区
役
所
庁
舎
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
整
備
さ

れ
た
。
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な

こ
の
施
設
は
、
市
民
の
作
品
発
表

の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
前
衛
的

な
美
術
展
を
自
ら
開
催
す
る
な
ど

都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
性
格

も
併
せ
持
っ
て
い
た
。
大
佛
次
郎

記
念
館
は
横
浜
を
代
表
す
る
文
豪

の
文
学
館
で
あ
る
。

　

Ｂ
期
に
は
市
内
最
大
の
文
化
施

設
で
あ
る
横
浜
美
術
館
の
建
設
が

行
わ
れ
た
。
１
９
８
１
年
の
文
化

問
題
懇
話
会
の
提
言
（
注
６
）
と

「
よ
こ
は
ま
２
１
世
紀
プ
ラ
ン
」

（
注
７
）
に
よ
っ
て
各
区
の
文
化

拠
点
の
構
想
等
が
明
示
さ
れ
た
。

　

Ｃ
期
は
ハ
ー
ド
整
備
が
最
も
集

中
し
た
時
期
で
あ
り
、
12
年
間
に

11
か
所
の
文
化
施
設
が
オ
ー
プ
ン

し
て
い
る
。
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

の
整
備
が
進
む
一
方
、
横
浜
み
な

と
み
ら
い
ホ
ー
ル
、
横
浜
能
楽

堂
、
横
浜
に
ぎ
わ
い
座
、
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
１
号
館
と
い
う
他
の
都
市

に
は
見
ら
れ
な
い
高
度
な
機
能
を

持
っ
た
専
門
施
設
群
が
揃
っ
た
。

　

ハ
ー
ド
整
備
は
そ
の
維
持
管
理

と
い
う
後
年
度
負
担
が
必
然
的
に

要
求
さ
れ
る
。
現
在
の
文
化
観
光

局
全
体
予
算
に
占
め
る
文
化
施
設

整
備
費
と
文
化
施
設
運
営
費
の
割

合
は
合
計
で
55
％
に
及
ぶ
。
１
９

９
５
年
に
既
に
「
本
市
は
文
化
施

設
が
確
か
に
不
足
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
上
に
各
施
設
を
拠
点
と
し

た
ソ
フ
ト
展
開
、
人
材
育
成
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
機
能
や
、
市
民
の

活
動
支
援
、
我
が
国
を
リ
ー
ド
す

る
国
際
的
芸
術
文
化
交
流
機
能
等

ソ
フ
ト
面
の
取
り
組
み
が
不
足
し

て
お
り
、
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
ソ

フ
ト
に
対
し
て
こ
そ
重
点
を
置
く

必
要
が
あ
る
」（
注
８
）
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
期
に
お
い
て

は
、
財
政
状
況
の
悪
化
か
ら
ハ
ー

ド
整
備
の
ペ
ー
ス
が
下
が
る
と
と

も
に
、
創
造
界
隈
に
お
い
て
は
Ａ

期
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
彷
彿
と

さ
せ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
手
法
で

の
拠
点
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。

４

市
民（
民
間
）主
導
か

行
政
主
導
か

　
「
文
化
の
担
い
手
は
、
行
政
で

は
な
く
市
民
で
あ
る
」（
注
９
）

と
い
う
認
識
は
、
こ
の
50
年
間
一

貫
し
て
い
た
し
、
今
後
も
貫
か
れ

る
原
理
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
行
政
側
の
意
識
と
し
て
、市
民
・

民
間
の
活
動
を
促
し
支
援
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
行
政
自
ら
が
牽
引

し
て
い
く
の
か
の
ど
ち
ら
に
重
点

が
あ
っ
た
か
は
時
代
で
変
わ
る
。

　

Ａ
期
に
は
、
市
民
の
活
動
を
支

援
す
る
姿
勢
が
明
確
だ
っ
た
。
当

時
の
文
化
セ
ク
シ
ョ
ン
は
多
く
の

文
化
団
体
の
事
務
局
を
持
っ
て
い

た
。
文
化
政
策
は
社
会
教
育
事
業

と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
２
代
目

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、「
教
育
文

化
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
社
会
教
育

施
設
内
に
１
９
７
４
年
に
設
け
ら

れ
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
演
劇
団
体
、
美
術
団
体
へ

の
財
政
面
も
含
め
た
支
援
が
政
策

の
中
心
で
あ
っ
た
。

　

１
９
８
２
年
「
市
民
文
化
室
」

が
教
育
委
員
会
か
ら
離
れ
て
市
長

部
局
に
開
設
さ
れ
た
。
多
く
の
施

設
整
備
が
構
想
さ
れ
る
な
ど
、
行

政
が
基
盤
を
整
備
し
文
化
振
興
を

積
極
的
に
牽
引
し
て
い
こ
う
と
す

る
姿
勢
が
表
れ
始
め
た
。

　

１
９
９
１
年
に
市
民
局
市
民
文

化
部
が
で
き
る
と
と
も
に
、
文
化

政
策
の
実
行
機
関
と
し
て
外
郭
団

体
で
あ
る
横
浜
市
文
化
振
興
財
団

（
注
10
）
が
設
立
さ
れ
た
。
都
市

の
象
徴
と
な
る
よ
う
な
施
設
を
市

（
注
１
）「
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
」（
平

成
13
年
法
律
第
１
４
８
号
）
や
、「
劇
場
、

音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
」（
平

成
24
年
法
律
第
１
４
９
号
）
な
ど
に
地
方
公

共
団
体
の
責
務
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
な
事
業
水
準
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
注
２
）
調
査
季
報
11
号　

白
戸
秀
次
「
横

浜
文
化
論　

幻
影
か
ら
の
脱
却
」（
１
９
６

６
年
5
月
）Ｐ
15
。
同
じ
号
の
山
田
今
次「
壊

す
こ
と
と
創
る
こ
と
」
Ｐ
74
に
は
、「
横
浜

の
文
化
は
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い
、
い
つ
ご
ろ

か
ら
停
止
し
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
特
異
な
色
彩

を
失
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
あ
る
。

（
注
３
）
横
浜
国
際
港
都
建
設
総
合
計
画
１

９
６
５
︱
１
９
７
５
（
１
９
６
６
年
4
月
）
Ｐ

１
２
０

（
注
４
）
横
浜
市
総
合
計
画
１
９
８
５
︱
市

民
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
ー
（
１
９
７
３

年
12
月
）
Ｐ
49

（
注
５
）
調
査
季
報
53
号　

田
口
隆
「
文
化

行
政
を
考
え
る　

そ
の
現
状
と
横
浜
市
の

課
題
」（
１
９
７
７
年
3
月
）
Ｐ
17

（
注
６
）横
浜
市
文
化
問
題
懇
話
会
提
言「
み

ん
な
で
つ
く
ろ
う
ヨ
コハマ
文
化　

横
浜
市
の

文
化
行
政
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
」（
１
９
８

１
年
）

（
注
７
）「
よ
こ
は
ま
21
世
紀
プ
ラ
ン　

世
界

に
開
か
れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
を
め
ざ
し
て
」

（
１
９
８
９
年
11
月
）
に
は
、「
市
民
ホ
ー
ル

　

中
域
生
活
圏
に
各
１
館
」「
区
民
文
化
セ

ン
タ
ー　

各
区
に
１
館
」「
芸
術
の
森
」「
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
２
か
所
」「
野
外
音
楽
堂
２
か

所
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

（
注
８
）
調
査
季
報
１
２
５
号　

若
狭
偉
男

刀
「
横
浜
の
芸
術
文
化
行
政
の
歩
み
と
今

後
の
取
り
組
み
」（
１
９
９
５
年
10
月
）
Ｐ

Ｐ
49

（
注
９
）
調
査
季
報
１
２
５
号　

野
田
邦
弘

「
自
治
体
に
お
け
る
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

（
１
９
９
５
年
10
月
）
Ｐ
35

（
注
10
）
現
在
は
、
公
益
財
団
法
人
横
浜
市

芸
術
文
化
振
興
財
団

表２　各期文化施設整備数推移 　　　　（　）内は開設年　
Ａ1963-1978 Ｂ1978-1990 Ｃ1990-2002 Ｄ2002－現在

市民の文化
活動の場

市民ギャラ
リー（64）
陶芸センタ
ー（70）

2 大倉山記念
館（84）、
関内ホール

（86）、久良
岐 能 舞 台

（87）、吉野
町市民プラ
ザ（89）

4 区民文化セ
ンター

（ 旭（90）、
青葉（93）、
泉（93）、
港南（97）、
栄（98））、
岩間市民プ
ラザ（91）、
長浜ホール

（97）

7 区 民 文 化 セ
ン タ ー（ 神
奈 川（04）、
磯 子（05）、
鶴 見（11）、
緑（13）、 戸
塚（13））、
市 民 ギ ャ ラ
リ ー あ ざ み
野（07）

6 19

都市のシン
ボル

大佛次郎記
念館（78）

1 ＳＴスポッ
ト（87）、
横浜美術館

（89）

2 横浜能楽堂
（96）、横浜
みなとみら
い ホ ー ル

（98）、横浜
にぎわい座

（02）、赤レ
ン ガ 倉 庫1
号館（02）

4 Bank ART 
1929（04）、
ヨ コ ハ マ 創
造 都 市 セ ン
タ ー（04・
前 身 の
BankART含
む）、急な坂
ス タ ジ オ

（06）、 象 の
鼻 テ ラ ス

（09）

4 11

合　計 3 6 11 10 30
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が
次
々
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、

横
濱
ジ
ャ
ズ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
（
１

９
９
３
年
開
始
）、
フ
ラ
ン
ス
映

画
祭（
１
９
９
３
年
開
始
）と
い
っ

た
大
型
ソ
フ
ト
事
業
を
行
政
と
財

団
が
主
導
し
た
。

　

創
造
都
市
施
策
は
行
政
が
打
ち

出
し
た
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
推

進
さ
れ
て
い
る
。「
横
浜
の
創
造

都
市
構
想
は
、
創
造
力
と
文
化
再

生
の
起
点
で
あ
り
都
市
改
革
の
出

発
点
で
あ
り
、
都
市
を
市
民
の
手

に
戻
す
機
会
で
あ
る
。」（
注
11
）

２
０
０
４
年
に
発
足
し
た
「
文
化

芸
術
都
市
創
造
事
業
本
部
」
が
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
映
像

専
攻
誘
致
、
ア
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ヨ
コ
ハ
マ
に
よ
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
支
援
な

ど
画
期
的
な
施
策
を
次
々
と
打
ち

出
す
こ
と
で
、
横
浜
市
は
創
造
都

市
の
国
内
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

な
っ
た
。
一
方
で
、
２
０
０
６
年

か
ら
本
格
実
施
さ
れ
た
指
定
管
理

者
制
度
へ
の
民
間
事
業
者
の
参

入
、
創
造
界
隈
拠
点
等
で
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
活
躍
等
に
よ
り
、
文
化

政
策
の
新
た
な
担
い
手
の
横
浜
で

の
集
積
も
進
ん
だ
。
横
浜
市
芸
術

文
化
振
興
財
団
が
文
化
政
策
で
占

め
る
地
位
は
、
運
営
施
設
が
減
少

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
相
対
的
に

小
さ
く
な
っ
た
。

　

行
政
と
民
間
の
両
者
が
相
互
に

有
益
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と

で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
の

政
策
を
目
指
す
の
は
、
他
の
行
政

領
域
と
同
様
で
あ
る
。

５

都
心
部
集
中
投
資

 

Ｖ
Ｓ 

全
市
域
で
の
発
展

　

３
７
０
万
人
の
人
口
を
擁
す
る

横
浜
は
、
１
８
５
９
年
の
開
港
以

来
港
を
中
心
に
発
展
し
、
都
心
臨

海
部
エ
リ
ア
は
、
現
在
で
も
横
浜

の
顔
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
中
世
以
来
、
交
易

の
湊
が
栄
え
、
17
世
紀
以
降
は
日

本
の
大
動
脈
と
し
て
の
東
海
道
の

宿
場
町
が
発
展
す
る
な
ど
、
市
域

に
古
く
か
ら
の
歴
史
は
あ
る
。
戦

後
は
全
市
域
に
住
宅
地
が
拡
大
し

た
。
横
浜
と
い
う
巨
大
都
市
が
、

一
定
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形

成
す
る
た
め
に
は
強
力
な
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
が
必
要
で
あ
り
、
都
心
臨

海
部
に
集
中
投
資
す
る
こ
と
に
は

一
定
の
合
理
性
が
あ
る
。
し
か

し
、
３
７
０
万
市
民
の
内
、
西
区
・

中
区
以
外
に
93
％
が
住
む
現
状
で

は
、
都
心
臨
海
部
だ
け
を
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
拠
り
所
と
す
る
の

は
困
難
が
生
じ
る
。

　

Ａ
期
は
ま
だ
横
浜
市
の
人
口
が

現
在
の
半
分
以
下
（
注
12
）
で
、

大
阪
市
、
名
古
屋
市
よ
り
少
な

か
っ
た
。
区
の
分
権
と
い
う
発
想

は
弱
く
、
文
化
面
に
お
い
て
は
、

ひ
と
つ
の
横
浜
市
と
い
う
ま
と
ま

り
が
か
ろ
う
じ
て
保
て
た
時
代
だ

ろ
う
。

　

Ｂ
期
に
入
り
、
住
宅
地
が
市
全

域
に
拡
散
し
、
新
住
民
が
多
数
居

住
す
る
よ
う
に
な
る
の
と
並
行
し

て
、
相
対
的
に
都
心
臨
海
部
か
ら

区
部
へ
と
政
策
の
重
点
が
移
っ
て

く
る
。

　

１
９
８
７
年
に
は
各
区
市
民
課

（
当
時
）
に
「
地
域
文
化
振
興
担

当
係
長
」
が
配
属
さ
れ
た
。
翌
年

に
は
担
当
職
員
も
配
置
さ
れ
、
各

区
に
お
け
る
文
化
振
興
を
専
属
で

担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
施
設
と
し

て
も
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
が
旭
、

青
葉
、
泉
、
港
南
、
栄
と
開
館
し
、

市
民
プ
ラ
ザ
２
館
と
あ
わ
せ
て
地

域
の
文
化
施
設
が
急
激
に
充
実
し

た
。
ソ
フ
ト
面
で
も
各
区
が
競
う

よ
う
に
文
化
事
業
を
展
開
し
た
。

地
域
文
化
振
興
担
当
は
１
９
９
４

年
の
機
構
改
革
で
消
え
た
。
分
権

化
が
進
ん
で
行
政
課
題
が
多
様
化

す
る
区
の
状
況
の
中
に
、
地
域
文

化
振
興
と
い
う
課
題
が
吸
収
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

２
０
０
４
年
１
月
、「
文
化
芸

術
・
観
光
振
興
に
よ
る
都
心
部
活

性
化
検
討
委
員
会
」
か
ら
の
提
言

に
お
い
て
、「
都
心
部
の
活
性
化

を
通
し
て
市
全
体
を
牽
引
し
て
い

く
と
い
う
考
え
の
も
と
、
横
浜
の

新
た
な
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
を
『
文
化

芸
術
創
造
都
市
―
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
シ
テ
イ
・
ヨ
コ
ハ
マ
』
と
し
、

文
化
芸
術
を
柱
と
す
る
都
市
再
生

の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
打
ち
出

さ
れ
た
（
注
13
）。
こ
れ
に
基
づ

き
進
め
ら
れ
た
創
造
都
市
政
策
に

お
い
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ク
リ

エ
ー
タ
ー
の
都
心
臨
海
部
へ
の
誘

致
を
進
め
た
。
２
０
１
２
年
に
開

始
さ
れ
た
横
浜
芸
術
ア
ク
シ
ョ
ン

事
業
（
２
０
１
２
年
は
「
ダ
ン

ス
」、
２
０
１
３
年
は
「
音
楽
」）

に
お
い
て
も
、
主
要
な
イ
ベ
ン
ト

は
都
心
臨
海
部
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。
市
全
域
を
対
象
と
し
た
も
の

と
し
て
、
地
域
文
化
サ
ポ
ー
ト
事

業
（
ヨ
コ
ハ
マ
ア
ー
ト
サ
イ
ト
）

や
芸
術
文
化
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
推

進
事
業
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

都
心
部
と
区
部
で
ど
の
よ
う
に

投
資
配
分
を
し
て
い
く
の
か
は
巨

大
都
市
ゆ
え
の
課
題
で
あ
る
。

６

先
進
性

　

行
政
が
支
援
す
べ
き
文
化
は
先

進
的
な
も
の
と
す
べ
き
か
、
そ
れ

と
も
多
く
の
人
に
評
価
さ
れ
て
い

る
も
の
と
す
べ
き
か
、
こ
れ
は
文

化
政
策
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
議

論
で
あ
る
（
注
14
）。

　

Ａ
期
の
横
浜
市
は
か
な
り
実
験

的
で
あ
っ
た
。
１
９
６
４
年
に
始

ま
っ
た
「
今
日
の
作
家
展
」
は
現

代
ア
ー
ト
の
最
先
端
を
紹
介
す

る
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
事

業
だ
っ
た
。
ま
た
、
現
代
作
曲
家

に
作
品
を
委
嘱
す
る
シ
リ
ー
ズ
も

１
９
７
８
年
に
開
始
さ
れ
た
。
両

事
業
と
も
現
在
で
も
「
ニ
ュ
ー

ア
ー
ト
展
」「Just Com

posed

～

現
代
作
曲
家
シ
リ
ー
ズ
」
と
名
称

を
変
更
し
て
継
続
し
て
い
る
。

　

Ｂ
期
に
な
る
と
、
横
浜
美
術
館

に
セ
ザ
ン
ヌ
や
ダ
リ
、
ミ
ロ
、
横

山
大
観
、
下
村
観
山
な
ど
人
気
の

高
い
作
家
の
作
品
が
収
蔵
さ
れ
る

な
ど
、
先
駆
的
な
芸
術
奨
励
の
面

は
薄
れ
て
く
る
。
多
額
の
税
金
を

投
入
し
、
巨
大
な
施
設
を
建
設

し
、
高
額
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
構

築
す
る
た
め
に
は
広
範
な
市
民
の

（
注
11
）調
査
季
報
１
６
３
号　

北
沢
猛
「
都

市
構
想
を
立
案
す
る
意
義　

創
造
都
市
横

浜
構
想
は
未
来
社
会
の
起
点
」（
２
０
０
８

年
９
月
）
Ｐ
７

（
注
12
）
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
で
１
６

７
万
６
千
人
。

（
注
13
）
調
査
季
報
１
５
４
号　

野
田
邦
弘

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
の
形
成
に
向
け
て
」

（
２
０
０
４
年
３
月
）
Ｐ
47

（
注
14
）
調
査
季
報
53
号　

山
田
宗
睦
「
都

市
の
文
化
」（
１
９
７
７
年
３
月
）
Ｐ
８
に
は
、

「
文
化
は
、
つ
ね
に
異
端
者
の
危
険
な
試
行

錯
誤
か
ら
生
じ
る
」
と
あ
る
。

（
注
15
）
上
田
篤
編
著
「
行
政
の
文
化
化　

ま
ち
づ
く
り
21
世
紀
に
向
け
て
」
学
陽
書
房

（
１
９
８
３
年
）
Ｐ
38

（
注
16
）「
横
浜
市
文
化
芸
術
創
造
都
市
施

策
の
基
本
的
な
考
え
方
」（
平
成
24
年
12
月

策
定
）で
は
、「
文
化
芸
術
と
は
い
わ
ゆ
る「
芸

術
」
の
み
で
は
な
く
、
伝
統
文
化
や
生
活
文

化
を
含
む
、
幅
広
く
多
様
な
も
の
と
し
て
捉

え
て
い
ま
す
。」
と
あ
る
。

（
注
17
）
調
査
季
報
１
２
５
号　

笹
井
宏
益

「
文
化
支
援
の
社
会
的
意
義
と
行
政
の
か
か

わ
り
」（
１
９
９
５
年
10
月
）
Ｐ
18
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理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
が
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
一

方
、
１
９
８
７
年
に
は
若
手
表
現

者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場
と
な
る
Ｓ

Ｔ
ス
ポ
ッ
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
、
１

９
８
９
年
に
は
「
ヨ
コ
ハ
マ
ア
ー

ト
ウ
ェ
ー
ブ
89
」
が
開
催
さ
れ
る

等
先
駆
的
な
試
み
も
存
在
し
た
。

　

Ｃ
期
に
は
、
多
様
な
機
能
を
有

し
た
施
設
群
の
開
設
を
背
景
に
し

た
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
事
業
展
開

が
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
２
０
０

１
年
に
国
際
現
代
美
術
展
「
横
浜

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
が
開
始
さ
れ

た
の
は
、
後
の
創
造
都
市
施
策
に

も
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

Ａ
期
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
事
業
の

遺
伝
子
が
花
開
い
た
よ
う
で
も

あ
っ
た
。

　

Ｄ
期
で
は
創
造
都
市
政
策
と
し

て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
の
促

進
を
図
る
事
業
へ
の
支
援
が
充
実

し
た
。
先
駆
的
な
取
組
や
、
新
進

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
孵
化
は
日
本

の
都
市
で
は
ま
ず
横
浜
で
と
い
う

こ
と
が
定
着
す
る
こ
と
が
創
造
都

市
の
発
展
に
大
き
な
効
果
を
も
た

ら
す
。
横
浜
が
実
験
的
な
も
の
に

寛
容
で
あ
る
こ
と
は
、
４
つ
の
時

代
で
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
共
通
し

て
い
る
。

７

文
化
概
念
の
幅
広
さ

　

Ａ
の
時
代
、
行
政
が
対
象
と
し

て
い
る
文
化
の
意
味
は
、
ほ
と
ん

ど
社
会
教
育
、
あ
る
い
は
文
明
に

近
い
広
い
概
念
だ
っ
た
。
現
在
で

あ
れ
ば
生
涯
学
習
事
業
、
市
民
協

働
事
業
と
分
類
さ
れ
る
も
の
も
含

め
て
、
文
化
の
領
域
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
Ｂ
期
に
は
、
行
政
自
身

が
縦
割
り
を
排
し
て
文
化
的
な
存

在
に
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
行

政
の
文
化
化
」
が
全
国
的
に
論
じ

ら
れ
た
（
注
15
）。
こ
こ
で
の
文

化
は
生
活
文
化
ま
で
含
め
た
広
義

の
文
化
を
指
し
て
い
た
。

１
９
８
２
年
の
市
民
文
化
室
開
設

以
来
、
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
部

局
に
「
文
化
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が

移
管
さ
れ
た
こ
と
で
、
教
育
委
員

会
が
社
会
教
育
（
生
涯
学
習
）
を

担
い
、
市
長
部
局（
市
民
文
化
室
）

が
文
化
芸
術
振
興
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
Ｂ
期

か
ら
Ｃ
期
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る

「
芸
術
」
が
主
な
対
象
領
域
と
な

る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
大
型
の
施

設
整
備
も
そ
の
傾
向
を
後
押
し
し

た
。
海
外
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演

奏
会
を
聴
け
る
よ
う
に
な
り
、
本

格
的
な
能
狂
言
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
成
果

が
、
文
化
政
策
の
分
野
を
狭
義
の

文
化
芸
術
に
ほ
ぼ
特
化
さ
せ
て
き

た
。

　

Ｄ
期
で
は
、
産
業
と
の
結
び
つ

き
、
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
動
、
社

会
課
題
へ
の
取
組
な
ど
、
芸
術
だ

け
で
は
な
く
様
々
な
社
会
領
域
と

結
び
つ
く
こ
と
で
、
広
く
生
活
全

般
と
文
化
の
関
わ
り
が
浮
上
し
て

き
た
。
た
と
え
ば
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
福
祉
施
設
と
の
連
携
の
中
で
生

ま
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
芸
術

作
品
と
し
て
歴
史
に
残
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
く
て
も
、
そ
の
場
に

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
み
だ

す
も
の
と
な
り
う
る
。
ま
た
、
近

年
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
伝
統
文
化

は
、
か
つ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
に
寄
与
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

た
が
、
現
在
、
そ
の
役
割
を
手
作

り
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て

補
う
試
み
が
芽
生
え
て
き
た
。
昨

年
12
月
に
策
定
し
た
「
文
化
芸
術

創
造
都
市
施
策
の
基
本
的
な
考
え

方
」
で
も
文
化
の
意
味
を
幅
広
く

と
ら
え
て
い
る
。（
注
16
）

文
化
政
策
で
は
、
芸
術
の
振
興
だ

け
で
は
な
く
、
人
間
の
生
き
方
す

べ
て
を
含
む
「
文
化
」
が
対
象
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

８

お
わ
り
に

～
矛
盾
こ
そ
次
代
へ
の
原
動
力
～

　

以
上
述
べ
て
き
た
６
つ
の
視
点

に
お
け
る
横
浜
市
の
文
化
政
策
50

年
の
変
遷
を
ま
と
め
る
と
表
３
の

よ
う
に
な
る
。

　

Ａ
期
と
Ｄ
期
は
比
較
的
傾
向
が

類
似
し
て
い
る
が
、
文
化
の
手
段

化
の
点
が
大
き
く
異
な
る
。
Ｃ
期

で
は
ハ
ー
ド
重
視
が
突
出
し
て
お

り
、
Ｂ
期
に
生
ま
れ
た
構
想
が
実

を
結
ん
で
い
る
。
Ａ
期
で
の
先
進

性
が
、
Ｂ
期
、
Ｃ
期
の
基
盤
整
備

の
時
期
を
経
て
、
Ｄ
期
で
再
び
横

浜
の
特
徴
と
し
て
前
面
に
出
て
き

た
。
矛
盾
に
向
き
あ
い
揺
れ
動
く

こ
と
で
多
様
な
展
開
が
導
か
れ
た

と
言
え
よ
う
。

　

調
査
季
報
の
過
去
号
を
改
め
て

読
み
返
す
と
、
多
く
の
市
職
員
が

様
々
な
矛
盾
へ
の
対
処
に
悩
み
つ

つ
、
文
化
政
策
を
推
進
し
て
き
た

こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
文
化
行
政
が
、
通
常
の
『
行
政

の
論
理
』
で
は
説
明
の
つ
か
な
い

特
色
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

『
文
化
と
は
何
か
』『
文
化
支
援
の

社
会
的
意
義
と
は
何
か
』
と
い
っ

た
不
断
の
問
い
か
け
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、恐
ら
く（
永

遠
に
）
答
え
の
出
な
い
テ
ー
マ
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
う
し
た
問
い
か
け
の
繰
り
返
し

が
、
個
々
の
文
化
に
関
す
る
施
策

を
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に
し
、
文

化
行
政
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識

を
広
め
て
い
く
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。」（
注
17
）

　

50
年
の
時
を
経
て
、
横
浜
は
ど

の
よ
う
な
文
化
を
持
つ
都
市
と

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
文
化
が
心

の
問
題
で
あ
る
な
ら
ば
、
文
化
政

策
の
成
果
は
、
市
民
の
心
の
中
に

現
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
今
後

も
横
浜
の
文
化
政
策
は
、
矛
盾
が

も
た
ら
す
緊
張
関
係
を
推
進
力
と

し
、
文
化
の
新
た
な
地
平
を
探
し

続
け
る
だ
ろ
う
。

表３　６つ視点による各期★５段階評価

１．手段化
★多＝手段化が
　　　進む

２．施設整備
★多＝施設重視

３．民主導
★多＝民主導

４．都心部
★多＝都心部重
　　　点

５．先進性
★多＝先進性重
　　　視

６．文化概念
★多＝幅広い

Ａ期 63－78 ★ ★ ★★★★ ★★★ ★★★★ ★★★★
Ｂ期 78－90 ★ ★★ ★★★ ★★ ★★ ★★★
Ｃ期 90－02 ★★ ★★★★★ ★★ ★★ ★★★ ★★
Ｄ期 02－現在 ★★★★ ★★★ ★★★ ★★★★ ★★★★ ★★★★




